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投

資

乗

数

の

理

論

剛

力

ア

ン
及

び
ケ

イ
・
ン
ズ

の
定

式
.

飯

田

藤

次

乗
数

の
概
念
を
初
め
て
経
済
理
論

へ
導
入
し
た
ひ
と
は
、
カ
ア

ン
で
あ
っ
た
」

彼
の
基
本
的
観
念
は
次
の
や
う
に
要
約
さ
れ

る
喝

投
資
が
行
は
れ
る
と
新

ら
し
い
傷

者
が
雇
傭
さ
れ

る
。
従

ぞ

国
民
経
済
全
禮
隻

彿
は
れ
る
勢
賃
総
額
藩

如
し
疫

資
を
な

す
企
業
.者
の
利
潤
を

一
思
高
め
る
。
從
っ
て
更
に
消
費
財
に
封
ず
る
企
業
者
と
勢
働
者

と
の
支
出
を
増
加
し
.
斯
く
て
新
た
に
櫨
張

生
産
と
勢
働
者
雇
傭
と
が
生
す

る
。
投
費
が
行
は
れ

て

一
定
数
の
勢
働
者
が
雇
傭

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
.
其
事
は
派
生
的

に
勝
闘

し
て
み
る
携

に
壷

に
ゼ
倍
寡

響

・
揺

す
る
事
に
・
・
.
從

つ
・
其
密

は
、
詳
、・
"
、、‡

、・‡

,f

i

非

な

る
關
係

が
安
富
.し
て
み

る
で
あ

ら
う
。
此

方
ア

ン
の
飛
散

は
、
投
資
財

産
業

に
お
け

る
第

一
次
雇
傭

の
與

へ
ら
れ

た
る
増
加
分

と

聯
聞

し
て
み
る
全
膿
雇

傭

の
曾

加
分

の
比
率

を
測

る
も
の
で
あ
る
が
故

に
、
雇
傭
乗
激

と
呼
び
得

る
、
帥

、
投
資
増
加
分

』

が
投

資
財
産
業

の
第

一
窟

璽

檜
加
.分

量

を
生
す
る
も
の
な
ら
ば
、
全
簾

傭

の
増
加
分

曳

は
次
式
に
て
表
は
せ
得
る
・

琵

⊥

へ
㌧
Z
い、
此
關
係

は

彼

に
お
い
}、
は
、

「
萬
事

が
落
着

い
て
し
ま

っ
た
最
終
均
衡
状
態
」

に
安
當

す
る
も

の
と
考

へ
ら
れ

て
る

る

。

投
資
燕
雀
数
の
理
蛤鍋
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馨

叢

の
理
論

第
四
+
黍

西

二

笙

號

一
四
二

ヵ
ア

ン
の
乗
数

理
論

は
ケ
イ

ン
ズ

に
到

っ
て

一
定

の
精

密
化

と
修
正
と
を
得

る
。

ケ
イ

ン
ズ

に
お
い
て
は
、
所
謂
乗
数

に
聞

す

る

彼

の
理
論

は
、
共

「
一
般
理
論
」

の

「
心
要
欲
く
可

か
ら
ざ

る
部

分
」

と
な
る
。

此
乗
激
k
は
、

「
清
費
性
向

が
興

へ
ら
れ

て
る
れ

め

ぱ
、
総
雇
傭
と
所
得
と
投
資
率
と
の
聞
に
正
確
な
關
係
を
打
立
て
る
。」
「
壮
ハは
、
総
投
資
の
増
加
分
が
あ
れ
ば
、
所
得
は
投
資
増
加

の

分

の
k
倍

に
當

る
額

だ
け
増
加
す

る
と
言

ふ
事

を
教

へ
る
。
」
け
れ
ど
も
乗
数
概
念

を
瞭

か
に
す

る
に
先
立
ち

て
先

づ
、
「
限
界
消
費

性
向
」

な
る
概
念

を
瞭

か
に
す

る
。

ケ
イ

ン
ズ
は
、
「
肚
會

の
實

物
所
得
が
増
減
す
れ

ば
社
倉

の
消
費
は
増
減
す

る
で
あ
ら
う

が
、
同

一
の
速

さ
で
は
な

い
」
と
假
寇
す

る
・
印

」
。

と

島

と
は
里

サ
ニ

を
持
つ
が
…

v
・
。

で
あ
る
.
限
界
饗

性
向
・
は
恥

で
・
・
.
芒

限
界
裟

性
向
が
例

へ
ば
9
一10

で
あ
る
と
す
れ

ば
、
其
事

は
小

さ
な
所
得
増
加
分

の
9
一10
が
消

費

さ
れ

る
で
あ
ら
う
と

い
ふ
事

を
意
味
す

る
。

若

し
一
で
あ
れ

ば
杢
増
加
分

が
消
費

さ
れ

、
零

で
あ
れ

ば
全
部

が
貯
蓄

さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
「
比
量
(限
界
消
費
性
向
)
は
、
極

め
て
重

要

で
あ
る
。
何
故

な
ら
共

は
産
出
高

の
次

の
増
加
分

が
如
何

に
し

て
消
費

と
投
資

と

へ
分
割

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う

か
を
教

の

へ
る

か
ら

で
あ

る
。
」

さ

て
。

」
<
"

」
O
十
」
H

出

口

」
C

」
H

了

」
く

　
賦

は
、
　

・
つ
脱

蚕

・
で
・
・
.

↓

は
、
定
義
に
-
つ
て
限
界
消
費
性
向
で
あ
る
.
此
k
は
、
・
ア
・
の
雇

傭
乗
数
k
と
異

っ
て
投
資
乗
数

と
呼
ば
れ
る
。
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斯
く
て
若
し
限
界
婆

性
向
が
、
9
　m
で
あ
れ

ば
、
蚕

は
m
で
あ
・
。

「例

へ
ば
政
府
莱

に
・
つ
て
惹
起
誇

る
譲

雇
傭

は
川

政
府
事
業
以
外

の
方
面
に
て
投
資
減
少
を
生
じ
な

い
と
假
定
す
れ
ば
、
政
府
事
業
自
髄

の
第

一
次
雇
傭
の

10
倍
と
な
る
で
あ
ら

う
。」
此
結
果
は
、
瞭

か
に
假
定
に
よ
っ
て
含
ま
れ

て
み
る
。
即

、
芒

我

々
が
、
Y
の
翁

分
が

・
さ

と

ヘ
一
"
。
の
紫

に
て

分
割
さ
れ
る
と
假
寇
す
れ

ば
、
我

査

、
-
が

豊

位
増
加
す

る
事
は
C
が
壼

位
塘
加
し
、
V
が

箱

番

増
加
す
る
婁

意
味

す
ゑ

、
あ
ち
う
と
假
寇
す

る
事
に
な
る
。
若
し
我

々
が
、
限
界
婆

性
向
が
零
で
あ
る
、
後
事

れ
ば
Y
の
増
加
分
が
奎

・
、
に
向

ふ
と
假
定
す
れ
ば
、
我
・
は
・
の
塩

分
は
ま
さ
し
く
其
額
だ
け
Y
藩

加
す
る
と
假
定
す
る
。
若
し
限
界
裟

性
票

、
で
あ
る

と
修
定
す
れ

ば
、

帥

、
若

し
我

々
が

「
産
出
高

の
次

の
増

加
分

が
」
O
u
一

の
割
合

に
て

「
清
費

と
投
資

と

に
分

割
さ
る

べ
き

で
あ

-5
う
」

と
假
寇
す
れ

ば
.
此
假
定

と
矛
盾

し
な

い
奮

に
は
、
斐

は
あ

何

の
増

加
も
c

と
Y

と
の
無
限

の
謝

に
よ
っ
て
件
は

れ

る
、
壊

走

し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い

撃

、
あ
り
1

我

直

.乗
数

は
無
限

で
あ

る
と
假
寇
す

る
藷

な

る
・

ケ
イ

ン
ズ
は
次
の
や
う
に
概
括
す
る
、
「
勢
賃
輩
位

に
て
表
は
せ
る
投
資
増
加
分
は
、

公
衆
が
勢
賃
軍
位
に
て
表
は
せ
る
彼
等
の

貯
蓄
姦

加
す
る
や
う
な
歌
態
と
な

る
迄
は
生
じ
な
い
。
普
通
に
言

へ
ば
、
公
衆
は
、
勢
貨
車
倍

て
表
は
せ
る
彼
等
の
総
所
得
が

檜
加

し
て
み

る
の
で
な
け
れ

ば
貯
蓄

を
増
加

し
な

い
で
あ
ら

う
。
斯

く

て
、

公
衆

の
増
加

せ
る
所
得

の

一
部
を
油
田
費
し
よ
う
と
す

る

努

力

は
、
所
得

の
新
水
準

(と
分
配
)
が
増
加

せ
る
投
資

に
照
慮
す

る
だ
け

の
貯
蓄

の
限

界
を
準

備
す

る
迄

・
産
出
高
を
刺
戟
す

る
で

あ
ら
う
。
乗
数

は
.公
衆

の
雇
傭
が

.彼
等

を
誘

っ
て
必
要

な
貯
蓄
檜
加

を
な
す

よ
う

に
す

る
だ
け

の
實
物
所
得

の
増
加

を
惹
起
す

る

に
は
、
何
れ

だ
け
増
加

さ
れ
ね

ば
な
ら
な

い
か

と
言

ふ
事

、
及
び
共

は
公
衆

の
心
理
的
性
向

の
函
数

で
あ

る
と

い
ふ
事

を
教

へ
る
。

..:
…
:
公
衆

の
心
理
的
性
向

が
我

々
が
想
像
し

て
み

る
も

の
と
異

な
ら
な

い
限
り

、
投
資

の
た
め
に
増
加

さ
れ
た
雇
傭

は
、
必
然
的

に

投
資
乗
数
の
理
論

第
四
十
六
巻

「
四
三

第

一
號

一
四
三
.
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投
資
乗
敷
の
理
論

第
四
十
六
巻

一
四
四

第

一
號

「
四
四

清
費
財
産
業

を
刺
戟

し
な
け
れ

ば
な
ら
す

、
斯
く

て
投
資
自
艦

に
よ

っ
て
要

せ
ら
れ

る
第

一
次
雇
傭

の
倍
数

で
あ

る
全
臆
雇
傭
増
加

燥
.

に
導
く

と

い
ふ
法
則

が
此
虎

に
建

設

さ
れ

る
の
で
あ

る
。
」

二

八
ア
バ
弓
ア

の
ケ
'■
ン
ズ
批
判

ハ
ア
バ
・
ア
は
ケ
ニ

ズ
の
庇
護

理
論
婁

の
㌻

境

掌

る
卿

々
が
煎

帥
に
述
べ
夢

イ
ン
ズ
の
畏

程

方
は
素

数
脇

名
鑑

ハ
へ
て
く
れ
荏

』
響

な
い
。
叢

は
限
器

窪

向
・
峯

・陶
葉
で
轟

さ
れ
る
。
我
々
は
常
に
叢

の
代
り
・
、

〒
恥

と
言
ふ
豪

出
来
る
し
、
限
界
纏

向
に

≠

を
代
入
す
垂

奮

來
・
.
唯

;

の
・
の
が
二
つ
の
名
前
・

得
た
諜

で
あ

る
。
然

る
に
ケ
イ

ン
ズ
は
、
定
義

に
よ
る
斯

か
る
關
係
を
投
資

と
所
得

と
の
間

の
因
果
的
な
又
は
経
験
的
た
關

係
と
し

て
取
扱

ふ
と

い
ふ
係

蹄

に
陥

入

つ
た

の
で
、
彼
が
乗
敷
と
乗
数

の
あ
り
得

べ
き
大

き
さ
に
就

い
て
述

べ
る
大
部
分

は
誤
れ

る
も

の
と

な

っ
た
。

そ
こ
で
卒

直

に
ケ

イ

ン
ズ

の
誤
謬

を
指
摘
す
れ

ば
斯

う
な

る
。
即

、

「
ケ
イ

ン
ズ
は
、

事
實
上
溝
費
性
向

に
關

し

て
二
個

の
概
念

を
持

つ
。
彼

が
例

の
算
術

を
す

る
揚
A
口
に
は
、
我

々
が
論
じ

π
る
形
式

的
意
味

の
消
費
性
向

を
使
用
す

る
。
此
形
式
的
意
味

の
消
費

性
向
は

、
定
義

に
よ

っ
て
直

ち
に
乗
数

に
関

係
付

け
ら
れ

て
居

り
、
乗
数

の
反
面

で
あ

る
。

ぴ
と
が
清
費

の
た
め
に
支
出
す

る
所
得

の
割
合

は
如
何

な

る
事
情

に
依
存
す

る
か

に
就

い
て
ケ
イ

ン
ズ
が
論
じ
た
第
八
章
と
九
章

と

に
お
い
て
は
、
彼
は

、
並
目
通

の
又
は
心

理
的
意
味

の
限
界
清
費
性
向
に
関

し
て
一

此
概
念
は
全
然
別
の
も
の
だ
と
い
ふ
事
を
意
識
せ
す
に
1

語

っ
て
み
る
。
勿
論
後
の

意
味
の
消
費
性
向
に
就

い
て
は
、
我

々
は
、
所
得
増
加
に
封
ず
る
我

々
自
身

の
態
度
か
ら
得
た
る
日
々
の
経
験
と
、
種
々
な
る
附
随

12)
13)
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事
撞

取
嚢

て
る
る
此
嵩

葺

他
の
人
・
の
態
度
の
禦

と
の
基
礎
に
立
ち
て
」

般
化
を
な
す
語

来
る
.
け
れ

ど
も
叢

は
、
此
概
念
か
ら
直
ち
に
纏

さ
れ
る
奪

は
な
い
。
ケ

・
・
ズ
は
此
纏

を
、
普
通
の
意
味

の
婆

性
向
に
形
式
的
意

味
の
婆

性
向
を
代
入
す
・
藷

・
つ
て
果
す
璽

、
あ
・
.
換
享

れ

ば
、
彼
は
以
前

筒

一
惣

二
個
の
名

前
を
與

へ
た

の
で
・

今
度

は
全
然
違

っ
た

二
個

の
も

の
に
同

一
名

を
使

ふ
の
で
あ

る
。

…
…
…
…

形
式
的
意
味
の
爆

纏

性
向
、
即

ア

τ

、
普
通
の
藻

の
隈
潜

窪

向
と
別
の
も
の
で
あ
る

と
い
ふ
謹

容
易
に
わ

か
る
.
並
.
通
の
意
味
の
婆

性
向
が
一
で
あ
る
、帥

ひ
・
は
全
ゆ
る
追
腰

得
を
浦
費
・
畜

す
・

・
想
定
…

.
此
假
定

の
下
・

育

姦

府
妻

の
墾

次
的
贅

は
何
で
あ
る
か
。叢

、即

ア

ト

ー
は
何
う
な
る
か
・
叢

は
必
然
的
雁

崩限
で
あ
り
診

レ

ヲ

式
的
藻

の
限
界
淳

藷

は
・
で
・
・
か
・
全
…

う
で
は
な
い
・
幾
が
伺
う
馨

な

多
く
寒

讐

妻

」
　

ξ

.
キ

　

し

ニ
う

く

ニ
　
づ

　

イ
　

イ

ヒ

ノ

コ

ノ

響

は
ケ
,
.、
ズ
身

」G
カ
ア
。
と
艇

2

」
、
特
に
J

.
M

・
多

ア
・
乳

歯

5
・鼻

・・
に
・
つ
て
取
扱
は
れ
た
・
其
は
・

。
ア
。
に
、
つ
て
論
ぜ
ら
れ
蒲

誉

"

慧

す

・
妄

へ
ら
れ
・
時
間
に
、
第

羨

萎

の
其
他

の
婁

へ
の
影
響

望

イ

ン

ズ
の
術
語

・
・
れ
署

本
の
限
界
肇

・
、
速
度
特
に
墓

の
覆

凄

援

存
す
・
・
我

・
の
心
理
的
経
整

よ
れ
ば
・
ひ
と
は

所
得
の

是

筆

墨

部
を
婆

の
た
め
・
毒

す
る
と
我

・
が
言

ふ
・
す
れ
ば
、
彼
等
が
其
部
分

錦

時
髪

出
す
る

と
い
ふ
事

を
意
味
す
。
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
共
部
分
菱

縫

診

て
決
害

れ
た
所
得
期
間

に
.畜

す
る
と
い
童

を
意
味
す
る
の

で
あ
。
。
乗
禦

無
限
で
あ
る
、
印
形
武
豊

.小味

の
婆

性
向
が
・
で
あ
る
・
い
ふ
事
は
、
流
通
速
度
が
無
限
で

あ
る
妻

意
味
す

る
。
柴

△
.
婁

董

は
、
並
・通

の
意
味

の
婆

性
向
が
・
で
あ
・
・
い
ふ
假
定
に
・
つ
て
籍

論
誇

る
も
の
で
は
な
い
・
此
塵

で
論
ぜ
。
れ
な
途

.
の
理
由
か
ら
,若
し
並
・
通
の
血忌
味

の
罪

婆

怪
異

小
・
・
場
合

よ
・
も
大
・
・
場
合
の
方

護

符
素

馨

乗
数
の
理
論

第
四
+
六
巻

颪

五

笙

號

颪

五

14) ピ グ ー,hSMultipiierを 批 刳 した の は
、 ケ イ ンズ が 漏 損 の 一・つ と して 論 じて みる 鮎 を彊 謁 し

て み た に 過 ぎ な いQピ グ 一一は 言 ふ 「純 投 資 に 封 ず る追 加 と 乗 敷 と

が 濁 立 で あ り、 結 合 して 雇 傭 量 に封 ず.る敷 果 を決 定 す る所 の 謂 は ばadditive
factQrsで あ る の は 、 全 ゆ る事 情 に 担 い で 貨 幣 利 率 を コ ン ス タ ン トκ して お く

や うに 規 定 され た 銀 行 政 策 が と られ た場 合 だ け で あ る」。A .c.Pigou;Mr.∫.M
.Keアncδ'GeneralTheoryofEmployment

,InterestandMoney,Economica,



投
資
乗
激
の
理
論

第
四
十
六
巻

「
四
六

第

一
號
.
團
一
四
六

へ

へ

の
第

二
次
的
数
果

は
通
常

よ
り
大

で
あ
る
事

を
私
は
信

じ
た

い
の
で
あ
る
。
然
し
、

一
方

に
お
け

る
普
通

の
意
味

の
限
界
消

費
性
向

(第
八
章
と
第
九
章
と
に
て
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
如
き
)
と
、
他
方

に
お
け

る
乗
敷

(
と
形
式
的
意
味
の
限
界
消
費
性
向
)
と
の
間

に

陶

は
、
密
接

な
且

一
義
的

な
何
等

の
關
係

も
な

い
。
」

さ

て
以
上

が

ハ
ア
バ
ラ
ア
の
ケ
イ

ン
ズ
批
判

の
要
鮎

を
な
す

の
で
あ

る
が
、

ハ
ア
バ
ラ
ア
自
身

は
之

に
よ
っ
て
、
通
常

一
定

の
事

情

の
下

に
お
い
て
は
投
資
増
加

の
第

二
次
的
数
果

が
ケ
イ

ン
ズ

の
述

べ
る
や
う
な
も

の
で
あ

る
と

い
ふ
命
題

の
眞
禰
を
論
じ

よ
う
と

し
た

の
で
は
な

い
。
反

っ
て
此
経
済

は
乗
敷

が
論
じ
來

れ

る
様
式
に
從

っ
て
現

は
れ

る
よ

う
に
組
織

さ
れ

甲㌔
み

る
事

を
論
詰

し
得

る

と

い
ふ
事

を
許
す

の
で
あ

る
。
彼

に
よ
れ

ば
、

「
ケ
イ

ン
ズ
は
何
等
適
當

な
諮
明

も
與

へ
な
く

て
、

多
く

の
む
し
ろ
無
聯
絡
な
観
察

(
其
は
適
當
な
理
論
を
構
成
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
得
る
)
を
與

へ
る
に
過

ぎ
な

い
。

此
等

の
観
察

に
形
と
力

と
を
與

へ
る
べ
き
筈

の
、

消

費
性
向

と
乗
数

と
の
關

係

に
關

す

る
彼

の
中
心
的
理
論
的
観
念

は
、
現
實

の
世
界

に
就

い
て
何
事
か
を
教

へ
る
経
験
的
陳
述

と
は
な

ゆ

ら
す

に
、
事
實

に
封

ず

る
訴

へ
が
確
誰

も
さ
れ
な
け
れ

ば
反
駁

さ
れ
も

し
な

い
無
内
容
な
代
数
的
關
係

に
な
り
果

て
る
。
」

三

(
ロ
ッ
ド

の
規
定

恥

「
ケ
イ

ン
ズ

の
分

析
艦
系

を
使
用

し
且
磯
展

せ
し
め
る
事

に
よ

っ
て
、
景
気
論

に
顯

著
な
貢
献

を
な

し
た
」

と

い
は
れ

る

八
田
ツ
ド

蝸

は
、
乗
敏
論

に
就

い
て
も

一
層
の
精
密
化
を
與

へ
る
。

八
口
ツ
ド

の
規
定
を
瞭
か
に
し
よ
う
。
含
量
氣

の
昇
り
初
め
る
面
を
問
題
に

す
る
。
更
新
に
参
加
せ
る
人
々
が
貨
幣
を
得
は
じ
め
る
や
否
や
新
純
投
資
が
初
ま
る
。
當
分

の
間
は
新
純
投
資
の
全
部
は
、
此
貨
幣

を
得

る
人
々
の
貯
蓄

に
よ
っ
て
金
融
さ
れ
る
。
彼
等
は
其
貨
幣
を
支
出
す
る
前
に
獲
得
せ
る
だ
け
貯
蓄
す
る
か
ら
で
あ
る
。
其
事
は

五5)

17)

May,1936,Vol.III(NewSeries),Nn.10,p.123.此.鮎1ζ 關 し.て は ケ イ ン ズ

は 既 に 指 摘 し て み る.。Keynes;ibid.,PP.【19-120.

Habeγ1cア;ibid.,pp.30z-304・16)H乱berler;ibi{.L.,P・305・

JoanRobinson;TheTradeCycle,ByR.F.Harrod,Economicjournal,Vol. 経 済 論 叢

,ノ叩 ツ ド`り 景 気 循 環 論,P・691.拙稿,XLVI,December,工936・

春45,1號 。
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さ
.つ
長

い
間
葉

な

い
.

案

財
蘂

に
・、得
・
れ
舞

働
報

酬
の
藩

孕

れ

ば
・

闇
・
な
く
消
費

の
塘
加
と
な
る
・

此

棄

、
消
費
財
肇

に
よ
っ
て
馨

・
れ
・
か
っ
た
・
・
ば
、
消
費
財

の
窟

叩
が
減

ぎ

せ
ら
れ
よ
う
・
此
は
非
馨

を
意
味
す

號
論

轟
謎
謎
鞍
羅
鱗
灘
畿
癖
酬叡恥無
縫
襲
離
欝
舗
私
ぬ総
総
離

。
か
、
文
は
共

琢

が
其
非
馨

に
よ
ひ
て
相
讐

れ
、
淺
部

は
桑

墨

糞

・
・
新
獲
得
者
の
群

薄

よ
つ
て
金
轡

無

鮒

れ
。
か
す
る
.
彼
等
は
新
所
得
を
消
費
し
な
辱

畢

・
.
嚢

畢

・
・
の
毒

す
る
も
の

(欝

在
庫
品
の
減
少

櫨

鵠

に
等
し
.
。
の
総
額
は
、
馨

の
繧

に
等
し
.
然

し
焉

は
真
庭
で
終
・
な
い
.
婆

財
達

す
・
役
割

を
彗

人
々
は
・

瀞

嚇
脇

藩

の
籍

を
再
藩

さ
ね
ば
な
ら
な
い
.
-從
つ
清

費
財
肇

・
薪

揺

が
集

・・
や
・
垂

垂

る
・
彼
等
鏡

盗

難
鷲

腕
揃
軽

騒
聾

磐

蕪

瓠

特
、蘇

砺
罷

雛

雑

嚢

黙

織

は
瓠

鴛

騒

理

蹴
糀

秘

、の
作
用
で
あ
る
.
即
在
庫
.叩.其他
.
資
本
形
態
に
。
け
る
と
同
様
に
・の
新
純
投
資
が
潰
　

　

つ
て
必
　

　

鱒

騰

棚
.器

・㎝
㎝

消
費
財
産
業
に
新
た
に
雇
傭
さ
れ
た
人
、
は
、
彼
等
馨

塞

隻

は
全
部
萎

萎

出
す
る
・
斯
く
て
此
肇

た
瓢

畑
難

鷺

鰭

簿

綴

織

海

難

肋
篤

鵬

繕

は
嚢

鵠

齢

灘

韓

媚
濾

霧

∴

灘

　

貯
蓄
さ
れ
る
迄
は
、
此
等
の
在
庫
・…は
以
前
の
水
準
へ高
溝

な
い
・
而
・
て
消
叢

在
の
奮

い
水
準
の
結
芒

清

濁

投
資
乗
数
の
理
論

第
四
十
六
巷

「
四
七

第

一
號

一
四
七



投
贅
業
敏
の
理
論

第
四
十
六
巻

一
四
八

第

一
號

一
四
八

費
財
在
庫
品
に
お
け
る
幾
何

の
新
純
投
資
が
必
要
と
な
れ
ば
、
雇
傭

の
愉
し
き
援
大

と
所
得
増
加
と
は
新
貯
蓄
額
が
真
新
投
資
額
を

恥

も
金
融
す

る
に
足

る
や
う

に
な
る
ま

で
績

か
ね
ば
な
ら
な

い
。

さ

て
以
上

に
お
け

る

ハ
・
ッ
ド

の
規
定

は
、
我

々
が
前

に
展
開

し
た
ケ
イ

ン
ズ
理
論

に
封
ず

る

ハ
ア
バ
ラ
ア
の
批
判

を
免
れ
得
る

夢

磐

漕

ア
バ
ラ
ア
の
批
判
は
・
大
瞳

一つ
の
論
響

持

つ
・
其

一
・
ケ
イ
ン
ズ
は
投
資
叢

蓬

挙

る
に
際
し
て
・
嚢

に
よ
っ
て
乗
数
に
結
び
付
け
ら
れ

て
居
り
、
歯
数
の
反
面
に
過
ぎ
な

い
形
式
的
意
味
の
限
界
溝
費
性
向
と
普
通
の
又
は
心
理
的
意
味

の
限
界
治
費
性
向

と
の
二
つ
の
概
念
を
有
し
、
乗
撒
を
績
織
し
得
る
に
は
、

一
定
の
架
橋
を
要
す
る
普
通

の
意
味

の
限
界
消
費
.性
向

を
、
形
式
的
意
味
の
そ
れ
に
代
入
す
る
事

に
よ
っ
て

一
気

に
投
資
乗
数
に
到
る
。
從

っ
て

「清
費
性
向
と
乗
数
と
の
關
係
に
閲
す
る

彼
の
中
心
的
理
論
的
観
念
は
、
現
實

の
世
界
に
就

い
て
何
事
か
を
教

へ
る
経
験
的
陳
述
と
は
な
ら
す
に
、
事
實
に
封
ず
る
訴

へ
が
確

鋤

誰
さ
れ
も
せ
す
反
駁
さ
れ
も
し
な

い
無
内
容
な
代
数
關
係
と
な
り
果
て
る
」
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ロ
ツ
ド
は
形
式
的
意
味

の
消

費
性
向
を
使
用
せ
す
次

の
や
う
に
言

ふ
。

「
純
投
資
量

の
攣
化
は
全
髄
活
動
と
全
艦
所
得
と
の
饗
化
を
通
じ
て
、

貯
蓄
量
の
必
要
な

鍵
化
を
引
出
す
に
し
て
も
、
杢
膿
所
得
の
攣
化
は
純
投
資
と
貯
蓄
と
の
焚
化
に
先
金
に
比
例
し
て
み
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
は
期
待

さ
れ
な
い
。
此
事
は
二
つ
の
事
實

の
た
め
で
あ
る
。
ω
ひ
と
は
大
な
る
所
得
の
大
な
る
割
合
を
貯
蓄
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
ふ
事
、

②
ブ

ー
ム
に
は
利
潤
増
加
が

ス
ラ

ン
プ
に
は
利
潤
減
少
.が
現
は
れ
、
利
潤
獲
得
者
は
所
得

の
特

に
暫
定
的
傾
向
に
あ
る
所
得
増
加
の

ミ

ヘ

ヘ

へ

大
な
る
割
合
を
貯
蓄
す
る
と
い
ふ
事
實
で
あ
る
。
此
等
二
個
の
理
由

の
た
め
に
所
得
が
よ
り
高
い
時
に
は
所
得
の
よ
り
大
な
る
割
合

が
貯
蓄

さ
れ
る
が
故
に
、
貯
蓄

の
與

へ
ら
れ
た
る
比
例
的
増
加
を
引
出
す
た
め
の
所
得
と
産
出
高
と
の
比
例
的
増
加
は
、
貯
蓄
の
比

幼

例
的
増
加

程
大

で
あ

る
を
要

し
な

い
」

と

い
ふ
。

19)
20)

22)

R.F.Harrod;TheTradeCycle(AnEssay),193,6,PP・7ニ ヒー73・
weltwirtscha一 ・T.Tinbergen;Harrod,R.F.,TheTradeCycle.Ai:ユEssay,

Arcliiv.Band45,Heft3,Mai,1937,S・Q彼 は 両 者 が 調 和 さ れ 得ftliches

る 道 の あ る 事 を指 摘 す る が 、其 れ は 如 何 に し て な さ れ る か に 一就 い て 何 事 も 述 べ
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込剛
黙
の
第
二
.
心
理
的
限
界
消
費
性
向
か
ら
乗
数
に
到
・
架
藷

題
で
あ
る
が
・

ハ
・
ッ
・
は
叢

の
實
揚

程
茎

の
時

間
に
關
攣

し
め
る
が
故
に
、
鮨

・
學

・
非
難
の
大
塚

箆

れ
得

る
の
で
あ
る
・
且
ハ揚
倉

お
け
る
時

間

に
就

い

て

八
口
ッ

,
は
次
の
や
う
に
言
ふ
.
「
謂

の
初

め
に
お
い
て
ひ
・
が
・
・
ん
・
意
學

・
馨

・運

ひ
と
が
貯
蓄
せ
ん

と
す
る
重
箱

等
し

,
あ
り
得
な
い
.
若
し
晶剛
者
が
薯

を
超
ゆ
れ
ば
馨

は
、
震

が
豫
齧

れ
た
　

ぱ
馨

れ
た
書

下

へ
減
少
し
た
在

席
.開
の
た
め
血忌
圖
。
れ
た
、「里
以
下

へ
低
下
す
る
だ
・
・
.
覇

者
が

前
者
・
超
ゆ
れ

ば
・
純
馨

は
意
圖
さ
れ
な
潅

品
の
蓄

積

の
た
め
、
止.薗

.。れ
た
.「氾
以
下
妄

ら
う
。
藷

水
準
の
高

説

・
轟

化
か
・
生
す
る
此
鋸

不
均
衡
は
・
先
に
其
事

態
を
書

し
よ
う
と
嵩思
固
し
た
錫

へ
導
く
郷、
　

.
葉

庫
髪

誓

れ
ね
舞

警

ら
ば
・
其
短

蕩

と
所
得

跳

水
準
奮

衷
る
弥、
。の
ら
う
.
・
・
妻

せ
ん
・
す
・
量
は
蕩

・
は
典
薬

推
薦

・
て
　

以
上
・
奪

開
を
薪

。
ん
キ
テ

る
努
力
は
葱

を
器

す

Q
竜

馬
、
妻

田
せ
窒

　

籍

籍

す
・
.
反
掛
は
墨

あ

る
・
斯

く
て
極
め
て
短
期

間

に
転。
い
て
は
純
馨

の
旦里
は
、
血忌
圃
詫

た
る
馨

量
が
蕩

・
れ
・
・
馨

の
反
認

化
・
・
つ
て
相
殺
さ
れ

る
た
め
に
・
貯

蓄
せ
ん
と
す
る
、～里
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
.
然
る
に
砺
茶

点

線

論

意

、
ひ
・
が
峯

ん
・
す
・
旦　

甑

貯
蓄
旦里
の
決
定
は
馨

.所
得
水
準
の
適
番
田
な
憂
化
に
よ
つ
ア・轡

れ
・
た
　

、
喬

・
れ
た
・
純
馨

の
書

よ
つ
て
決
定
さ

餌

概
蔭
鍵
雛
甥
嬬
矯
職
醐に舗報
緯
賄
費
縫
姥
蟹
鞭
實轄
耀
噸

時
間
上
の
後
れ
。
し
に
、

時
の
蔭

間
に
て
蓄

す
・
論
理
的
叢

論
・
、

漸
誇

・
致
果
・
隻

時
間
上
の
後
れ
隻

配
さ

耽

れ
、

一
定
期
間
の
後
に
の
み
舞

田
す
る
所
の
葉

墨

壷

張
の
彙

・
の
聞
に
・
贋
書

干
の
混
齪
挙

る
ま

ふ
憂

議
論

⑳

投
資
乗
数
の
理
論

第
四
十

六
巻

「
四
九

第

「
號

「
四
九



投
資
乗
数
の
理
論

第
四
十
六
巻

「
五
Q

第

「
號

「
五
〇

駒

の
中

に
見
出
し
た
。
」

と
言

ふ
。

ケ
イ

ン
ズ
理
論
を
斯
く

の
如
く
理
解

し
た

に
し

て
も
以
下

の
批
判
を
免
れ
得

な

い
。

四

ロ
バ
ア
ト
リ

ン
の
表
式

。
バ
ア
ト
ソ

ン
は
・
紫

敏
論
を

憂

期
間
を
含
裏

式
の
形
態
に
て
蚕

す
㌔

此
甕

の
譲

を
な
輩

位
期
間
は
・
貨
幣

駒

の
各
輩
位
が
李

均
し
て

一
度

所
得

へ
這

入
る
期
間

と
し

で
規
定
さ
れ

る
。
此
表
式
を
側
車

に
略
述

し
よ
う
。
第

漏
㈱
期
間
は

、
ム
フ
定

義

し
た
も

の
に
よ
り
第
O

期
間
か
ら

r
期
間

に
到

る
。
N
は
毎
期

の
投
資
額

で
あ
り
、

q
は
前
期
に
現
は
れ
今
期

の
初
あ

に
あ
る
所

得

に
封
ず
る
消
費
率

で
あ
り

、
(
一
1
`
)
は
從

っ
て
貯
蓄
率

を
現
は
す
。
猫

ほ
例

へ
ば

(bっ
一
劇
)
文
は

(団
+
。。
一
癖
)
と
あ

る
は

、
投

資

額
か
ら
貯
蓄
額

を
控
除

せ
る
事

を
意
味

し
,
又
投
資

に
,使

用
し
得

る
所
得
を
加

へ
た
も

の
か
ら
貯
蓄

額
を
控

除
す

る
と

い
ふ
や
う
な

24)
25)
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計
算

の
仕
方
を
示
す
。
此
計
算

の
仕
方
を
経
て
箏

期
に
到
れ
ば
、
馨

は
依
然
N
、
貯
嘉

は
N

と
い
ふ
結
論
薫

る
・
即
・「
カ

ア
ン
撮

っ
て
移
行
期
間
姦

覗
す
れ
ば
、
投
資
過
程

の
金
霜

囲
は
自
ら
解
決
す

る
と
言
ひ
得
%

」

け
れ
。
も
此
糧

・
は
、

豆

・
て
瞭

か
な
や
・
垂

髪

想
定
が
含
ま
れ
て
み
る
。
此
表
式
の
語
…

う
に
よ
れ
ば
・
覇

歪

額
例

へ
ば
N

の
投
票

行
は
れ
な
け
れ
ば
、
公
衆

の
読
響

れ
た
貯
蓄
は
直
藷

或
は
株
式
讐

の
形
式
を
経
て
眞
實

の
投
資

へ
出

口
集

め
な
く
て
不
謹

的
な
も
の
・
な
・
の
で
あ
・
。
け
れ
ど
も
藩

籬

の
投
資
が
行
は
れ
る

と
い
ふ
此
想
定
は
乗
数

の

論
理
。
矛
盾
。
な
い
だ
ら
う
か
。

此
問
題

縛

・
て
・
バ
ア
…

は
次
の
や
・
隻

・・
ふ
。

「
奨

・
れ
た
馨

矯

加
芸

婆

の
奮

に
必
要
費

讐

霧

す
・
高

捲

、
婆

財
に
封
ず

・
支
崇

潴

す
れ
ば
、
通
常

の
場
合
契

誇

る
投
資
を
刺
戟

す
る
で
あ
ら
・ワ
。
山
。
瞬・
、壽

碁

盤

琶

・
量

…・・
盆

・

而
し
て
婆

財
需
要

の
與

へ
ら
れ
た
身

請

藷

ま
毒

ぎ

首

　

コ

ニ

く

イ

ゴ

セ

こ
ス

具
と
し
ザ、
役
立
つ
財
の
璽

の
粒

窟

鳶

輩

留

加
・
刺
撃

・
で
…

か
・
い
ふ
・
鍛
金

動
の
蟹

ん
峯

て
の
説

明
に
て
思

ひ
浮
べ
・
れ

・
周
知
の
理
由
が
亀

」
從
っ
て
覇

馨

し
き
馨

が
行
は
れ

る
と
い
ふ
想
定
は
成
立
し
得

な
い
と
い

ふ
の
で
あ

る
。

此
庭
義

々
婆

。
ッ
ド
の
叢

理
論
の
展
開
を
省
み
て
み
・
・
.
其
論
鍔

過
程
中
蓑

の
所
謂

…

シ
・
ン
の
原
響

包

享

。
事
は
、
我

・
の
難

が
既
に
指
摘
・
た
。
彼
が
投
資
霊

寺

・
・
シ
・
ン
の
原
理
・
を
巧
み
に
結
合
し
て
景
気
欝

現
象

を
論
明
せ
ん
・
し
た
禽

は
昔

・
れ
て
る
る
所
で
・

銭

此
原
理
・
乗
藷

の
説
明
過
程
に

と
り
入
れ
る
と
何
う
な
る
か
・
彼

は
リ
レ
エ
シ
ヨ
ン
羨

の
や
う
規

定
す
る
。

「婆

の
援
奉

の
大
攣
化
は
、
婆

の
欝

智

有

る
如
理

る
毒

化
を
も

生
じ
な
い
事
は
繋

で
あ
・
。
然
・
純
馨

の
聾

額
は
嘉

化
を
生
す
・
。
婆

薬

量

な
・
停
止
は
・
襲

資
を
零
ま
で
低

萎

透

の
理
論

第
四
+
六
雀

一
五

一

董

號

}
五

「

27)
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投
盗
乖
分
数
の
理
論
.

第
四̂
十
六
巷

}
五
二

第
二

號

一
五
二

下
せ
し
め

る
で
あ
ら
う
。
而

し

て
純

投
資

は
資
本
用
産
業

活
動

の
人
な

る
割
合

を
構
成
す

る
が
被

に
、
消
費
披
大

の
中
絶

は
消

費
絶

鋤

勤
額

の
何
等

の
中
絶

も
生
ぜ
す
に
資
本
財
産
業
活
動

の
廣
汎

な
縮
小
を

生
す

る
で
あ
ら
う
。
」

斯
く

て
彼

が

リ

レ

エ
シ

ヨ
ン
の
原
理

を
固

持
す

る
限
り

、
乗
激

の
理
論
は
成
立

し
得

な
く

な

る
。

私

は
此
塵

で
.ハ
ロ
ツ
ド
を

批
判
し
な
が
ら
、

リ

レ
シ
ヨ

ン
の
原

理
を
使

用
し
た

の
は
、

彼

の
理
論

の

内
的
矛
盾

遊
指
摘
す

る
た

め
に
過

ぎ
な

い
の
で
あ

っ
て
、

リ

レ

エ
シ
ヨ
ン
の

原
理
白
膜

の
催
し
さ
を
認
め

て

ゐ

一5
た
め

で
は
な

い
。

然

し
乍
ら

・
バ

ア
ト

ーー

ン
及
び
高
製

麺

揚
台
に
は

最

的
に
リ
レ
貢

多

の
原
型

認
め
な
が
影

響

批
判
さ
れ
る
・
勢

が
鶉

し
強

霧

鋤

批
判

は
リ

レ
エ
シ
ョ

ン
の
原
理
に
嫁
ら
す

し
て
設

明
さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。

五

オ
ォ
リ
ン
の
理
論

真
庭

で
我

々
は
今

や
オ
ォ
リ

ン
の
展
開

に
移
ら
う
。
彼

に
よ
れ

ば
此
塵

で
使
用

さ
れ

る
概
念

は
全

て
、
突

碧
δ

と

雲

℃
。
。・
[
と

に

規
定
さ
れ

る
。
即

、
豫
想

さ
れ
た
る
、
帥

期
待

さ
れ

又
は
計
豊
さ
れ

る
も

の
と
實

現
さ
れ

た
る
も

の
と
に
属
別

さ
れ

る
。
今
、
計
書

さ
れ

た
新

投
資

と
計

書
さ
れ

た
貯
蓄

と

の
關
係
を
考
察

し
て
み
よ
う
。
此
等

が
必
然
的

に
相
等
し

い
と

い
ふ
何
等

の
理
由
も
な

い
。

然

し
期
間
が
終
れ

ば
、
新
投
資

は
貯
蓄

に
相
等

し
。
此
均
等
は
伺
う

し
て
現

は
れ

る
か
。
其

は
、
計
害

せ
る
新
投
資

と
計
害

せ
る
貯
蓄

と

の
不
均
等
が

、豫
湖
心
せ

る
所
得

と
實

現

せ
る
所
得
と
を
、
計
害
せ

る
新

投
資

と
實

現
せ

る
新
投
資

と
を
、
計
害

せ
る
貯
蓄

と
實

現

せ

る
貯
蓄

と
を
異

ら
し

め
る
過
程

を
惹

起
し
た

か
ら

で
あ

る
。
從

っ
て
彼

の
計
算

を
終
結

し
た
後

に
彼

が
豫
恕

し
た
よ
り
も
大
な

る
純

所
得

を
持

つ
た

と

い
ふ
事

、
及
び
其
故

に
彼

の
消
費
を
超

ゆ
る
除
剰
部
分

が
彼

の
計
豊

せ
る
貯
蓄

よ
り
大

で
あ

る
事

を
見
出

し
た
實

30)Harrod,ibid・,P・35・
ケ イ ン ズ の 利 子 理 論,経 済 論 叢,45巷3號,】15頁 に お け る教 授 の 批31)高田 教 授y
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業
家
は
、
此
除
剰
部
分
に
相
等
し
い
意
圖

さ
れ
ざ
る
貯
蓄
を
得
た
鐸
で
あ
る
。
意
圖
さ
れ
ざ

る
貯
蓄
と
同
様
に
勿
論
負
で
あ
り
得

るの

豫
想
さ
れ
ざ
る
新
投
資
は
、其
期
間

の
終
り
に
お
け
る
在
庫
品
が
、豫
想

せ
る
も

の
と
は
違
っ
て
み
る
と
い
ふ
事
を
単
純
に
意
味
す

勧
。

人

々
は
次
期
に
お
い
て
は
、
前
期
に
實
現
せ
る
貯
蓄
と
浦
賀
と
に
比
し
て
千
萬
軍
位
だ
け
彼
等

の
貯
蓄
を
減
少
し
、
清
費
を
塘
加

し
ょ
う
と
す
る
と
想
定
し
よ
う
。
共
結
果
消
費
財

の
小
費
高
は
干
萬
増
加
し
、
共
期
間
の
終
り
に
お
け
る
小
責
業
者

の
在
庫
品
は
例

へ
ば
七
百
萬
減
少
し
、
淺
り

の
三
百
萬
は
彼
の
除
分

の
所
得
と
な
ら
う
。
此
後
の
額
は
意
圃
さ
れ
ざ
る
貯
蓄

で
あ
る
。
斯
く
て
實
,現

せ
る
貯
蓄
は
七
百
萬
減
少
し
て
居
り
、
實
現
せ
る
投
資
も
さ
う
で
あ
る
。
斯
く
て
此
期
闇
が
経
り
、
次
期
が
初
ま
る
。
次
期
の
た
め

ヘ

へ

に
計
害

せ
る
小
質
業
脅

の
投
資
は
よ
む
高
ぐ

な
る
。
彼
等

の
所
得
豫
湖
心
は
よ
り

右
利

と
な
る
で
あ
ら
う
し
、
斯
く

て
彼
等

の
計
霊
,せ

る
消
費

も

よ
り
大
と
な
ら
う
。
若

し
消
費

者

の
貯
蓄
性
向

が
同

一
で
あ
れ

ば
、
投
資
購
買
も
清
費
購
買
も
前
期
よ
り
は
今
期

の
方

が

大
で
あ

る
。
産
出
{四阿
は
揚
大
す

る
喝
肺
あ
ら
う
。
又
は
憤
格

が
騰
貴

す
る
で
あ
ら
う
。
又

は
両
方

と
も
行

は
れ

る
で
あ

ら
う
。
計
鍵

せ

る
貯
蓄

は
、
小
出買
業
者

が
よ
り
大
な

る
所
得

を
豫
想

せ
る
た
め
前
期

に
お
け

る
よ
り
少

し
だ
け
大

と
な
る
で
あ
ら
う

の
に
、
計
害

せ

る
投
資

は
、
消
費
財

の
在
高

が
再
補
充
を
要
す

る
で
あ

ら
う
た
め
に
よ
り

以
上
増
加
す

る
で
あ
ら
う
。
斯
く

て
此
期
聞

に

お
い
て
は

ま
た
、
計
垂

せ
る
投
資

は
計
害

せ
る
貯
蓄

を
超

え
や
う
。
此
期
間

が
終
結
す
れ

ば
、
實

現
さ
れ

た
投
資
と
實

現
さ
れ

た
貯
蓄

は
再

び

駒

相
等

し
く

な

る
。

若
し
利
子
水
準
が
低
落

し
、

又
は
豫
想
利
潤
が
高
ま
り
又
は
政
府
事
業

が
初
め
ら
れ
る
か
し
て
、

全
龍
投
資
禦

援
大
さ
れ

・

然

も

一
方
最

初

の
う
ち
は
計
豊

さ
れ

た
貯
蓄

が
墾
化
し
な

い
な
ら

ば
、
増
加

せ

る
投
資

に
照
慮

せ
る
お
鄭
大

な
る
貯
蓄

量
は
如
何

に

t
て
求

め
ら
れ

る
か
。
各
期
間

の
終
り

に

お
け

る
若
干

の
個
人
と
企
業

と
は
、
彼
等
が
強
悪

せ
る
よ
り

は
大
な

る
所
得

を
持

っ
て
ゐ

投
寳
乖
小
餅
　
の
理
論

笛
π四
十
六
巻

一
五
三

第
二
號
一

[
五
三

33)BertilOhlin;SomeNotesontheS[(:,clcholmTheoryofSavingandInvestment
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投
資
乗
数
の
理
論

第
四
十
六
巻

「
五
四

第
「
號

一
五
四

る
事
を
磯
見
す
る
。
換
書
す
れ
ば
實
現
さ
れ
疫
貯
蓄
は
、
計
垂
さ
れ
た
貯
蓄
を
超
え
る
。
第

二
に
全
燈
と
し
て
の
肚
會
に
と
っ
て
純

貯
蓄
を
減
少
す
る
負

の
所
得
は
減
少
せ
ら
れ

る
。
第
三
に
所
得
及
び
豫
想
せ
る
所
得
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
計
書
さ
れ
た
貯
蓄
も
ま
允

鋤

高
ま

る
、
か
ら

で
あ

る
。

以
上

に
よ

っ
て
み
れ

ば

オ
ォ
リ

ソ
の
理
論

は
、

ハ
ロ
ツ
ー3

の
理
論

に
射
し

て
我

々
が
な
し
た
批
判
、
及

び
ケ
イ

ン
ズ
理
論
に
封

し

て

ロ
バ
ア
ト
ソ

ン
巨
高

田
教
授

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
批
判

に
よ

っ
て
は
崩
壊

し
な

い
も

の
と
な
る
の
で
あ

る
。
何
故

な
ら
彼

の
理
論

ヘ

ヘ

ノ

ノ

ノ

じ

ド
　
エ
ニ
エ

ドユ

　

ノ

ト

こ
しし
ナ

こ
マニ
ミ

ミ
　

き

　ヨ
ピ

し

し

こ

ニ

メ
ニ

ラ
ル

よ
へ
た

ヨ
ヒ
ま

て

ロ
リ
う

お

　
ヨ

ご

　ラ
　
コ

ニ

ヘ

ドヒ

ハ　

に

リ

レ

エ

シ

ヨ

ン

¢

屏

動

力

麺

片

さ

顧

て

弦

蓼

比
罷

塩
引
5ー
カ

よ

む

耀

駐

さ

家

族

に

し

ワ
、
星

ゴ
ノ
仁

E
耳
既『

嘱
ワ
珪

凸
¢

日
F
日
死

町、
凌

!
.
マ

↓
7
其

の

問

題

と

し

て

自

ら

の

解

決

を

持

つ

か

ら

で

あ

る

。

絢

此

オ
ォ
リ

ン
理
論
は
、

大
醒
同
様

な
形

に

て

ハ
ロ
ツ
ド

の
乗
敷
理
論

の
中

に
含

ま
れ

て
み

る
の
で
あ
る
。
彼

は
言

ふ
。
期
間

の
初

も

モ

し

も

も

へ

め
に
お
い
て

一
定
の
人
々
が
な
さ
ん
と
意
圖
す
る
投
資
量
は
、
人
が
貯
蓄
せ
ん
と
す

る
量
に
相
等
し
く
あ
り
得
な

い
。
前
者
が
後
者

を
超
ゆ
れ
ば
、
純
投
資
は
、
獲
展
が
豫
想
さ
れ
る
な
ら
ば
維
持
さ
れ

る
水
準
以
下

へ
低
落
せ
る
在
庫
品
の
た
め
意
圖
さ
れ
た
最
以
下

鋤

に
低
下
す

る
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
投
資

と
貯
蓄

と
は
其
期
間

の
終

り
に

お
い
て
相
等

し
く

な
る
。
邸
、

一
期
間

の
初
め

に
お
い
て
は

意
圖

さ
れ
た

る
投
資
量
と
貯
蓄
量

と
が
相
等

し
く
な
く

、
此
乖
離

せ
る
二
個

の
項
目

が
期
間

の
終
り
に
は
在
庫
品

の
減

少

に
よ

っ
て

相

一
致
す

る
と
い
ふ
黙
に

お
い
て
、
オ
ォ
リ

ン
の
其

と
軌
を

一
に
す

る
の
で
あ
る
。

蕾

八
口
ッ
ド

の
場
合

に
は
所
得
は
豫
想
項
目

と

ヘ

へ

な
ら
す

、
從

っ
て
貯
蓄

は
現
在

の
所
得
に
よ

っ
て
規
定

せ
ら
れ

る
黙

に

お
い
て
異
な

る
の
で
あ

る
が
、
よ
り
重
要

な
職
は
、

ハ
・
ツ

ヘ

へ

凹
ド
は
之
だ
け

で
乗
数

理
論

が
終
結

す
る
と
は
考

へ
す
よ
り
長

い
期
間

を
と
り

、
我

々
は
主
と
し

て
、
之

に
關
囃

す

る
と

い
ふ
の
で
あ

る
。

55)
36)

37)

Ohliniibid,,p.68.

Hansen;ibid..P.515.猫 ほ ホ ウ ト レ イ に よ れ ば ノ・ロ ッ ドのintendedinvestment

に 謝 し てactiveinvestmentを.unintentionalinvestmentに 謝 し てpassive
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然

し
乗
数
理
論

も

オ
ォ
リ

ン
迄
追
詰

め
れ

ば
、

最
早
本
來

の
乗
数

理
論

の
潰
滅

と
な
る
。

斯
く

て
オ
ォ
リ

ン
に
よ
る
乗
数
論

批
判

を
み

て
み

よ
う
。
消
費
性
向

は
、
與

へ
ら
れ

た
所
得
水
準

と
共
所
得

か
ら

の
潰
費

支
出

と

の
函
数
關
係

を
示
し
、

一
定

の
浦
費

性
向

を
k

と
呼

べ
ば
、
国
(一
一
『
)
口
H
を
得

る
。
所
得
E

は
投
資
量
1
と
此
關
係

に
て
饗
化
す

る
で
あ
ら
う
。
然

し
此
事

は
,
終
結

せ

る
期

間

に

。
、
眉
。
。。印
に
愛
榔口陶
す

る
に
過

ぎ
な

い
。
從

っ
て
實
現

せ
る
所
得

と
消
費

量
と

の
關
係

を
表
現
す

る
た
め
に
は
、
消

費
性
向

な
る

言

葉
を
使
用

せ
す

、
實

現

せ
る
消
費
率

と

い
ふ
言
葉
を
使

用
し
た
方

が
良

い
の
で
あ
る
。

Ω
1
犀
)

は
、

實

現

せ
る
所
得

と
實
現

せ

る
貯
蓄

と

の
關
係

と
し
て
定
義

さ
れ
た

る
實
現

せ
る
貯
蓄

率
S
「E

で
あ

る
。
然
し
後
者

は
、
實

現
せ
る
投
資

に
相
等

し

い
が
故

に
、

(工

)
↓

で
・
る
。
此
方
程
式
は
藷

定
業

翌

・

季

重

・
ふ
事
を
示
す
崩

の
理
裏

現
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ

り

、

何

物

を

も

説

明

す

る

も

の

で

は

な

い

。

ケ

イ

ン

ズ

は

、

性

向

と

い

ふ

言

葉

を

使

用

し

な

が

ら

、

像

想

、

計

鍵

、

行

動

と

い

ふ

一
聯

の

備慨
人
心
に

愛

治
桐
を

戒
心
じ

て

る

る

や

う

に

見

え

る

わ

で

あ

る

ざ

、

祈

ぐ

て

皮

ド

・

舜

辱

、

実

際

・及
、
罪

尚

歯

・生
.勢

トビ
;

く

…

『

円

い乱

一
1

噛,

」
7

.

!-

幽'

～

ノ写
1

{
了
.ドー
'
ノ
Z

・と
.弩

↑

P

ーノ̀

ご
、『
昌=
■♂'㌧

脈

H
犀

養

し

た

の

で

あ

る

と

す

れ

ば

、

豫

想

せ

る

所

得

、

計

脅

せ

る

投

資

及

び

計

害

せ

る

貯

蓄

の

闇

に

は

、

彼

の

想

像

す

る

や

う

な

関

係

は

全
然
な

い
。
彼
が

ξ

…
匿

箋

し
た
の
で
あ
・
・
す
れ
ば
、
何
物
を
も
詮
明
し
な
い
無
内
客
薩

念
と
な
棄

て
㌦

大

乗
敏
理
論
と
景
気
攣
動

今
迄
我

々
は

、
乗
数

の
理
論
共
自
髄

の
内
部

の
論

理
に
關
保

し
て
來

た
。
此
節

に
お
い
て
簡
箪

に
そ
れ
と
景
気

攣
動

の
問
題

と

の
.

關
聯

に
就

い
て
省
み

て
み
よ
う
。

ケ
イ

ン
ズ
は
、
資
本

設
備

と
勢
働
供
給

と
が
與

へ
ら
れ

、
其
他

の
全
艘
範
疇

が
方
程
式
膣

系

の
内

部

に
お
い
て
可
愛

で
あ

る
場

合
、
勢

働
者

の
完
登
雇

傭
が
、
如
何

に
し
て
到
達

さ
れ

る
か
を
研
究
し
た
。

此
等

の
も

の
は
、
主

と
し

投
資
乗
数
の
理
論

第
四
十
六
巻

「
五
五

第

一
號

一
五
五

38)Ohlin;S・m・N・t…nth・St・ ・k.h・」・aThe・ ・.ア・fSavi・gsandエnv・ ・tm。nt.
II,Ec・n・mi・J・urnal

,V・1・xLvI1,N・ 、.エ86,∫ ・m。,エ93ア,PP一%3(卜 ・37.Babe,le,

gケ イ ン ズ 批 判 の 中 に も 此 と 同 一 の 論 貼 を認 め る 事 が 出 來 る 。Harberler;ibid
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馨

乗
数
の
理
論
.

第
四
+
六
巷

一
五
六

第

一
號

三

六

て
、
接

的
短
期
に
有

る
一
定
の
心
謁

反
動
、
す
な
は
ち
限
界
婆

性
向
、
纂

保
棄

及
び
業

の
限
界
鍛

の
蓬

性
に

基
礎
を

お

い
て
み
る
。
此
等

の
心
理
的
函

数
が
、
包
含

さ
れ

て
る

る
攣
敏

の
値

と
は
猫

立
に
與

へ
ら
れ

る
と
假
定

さ
れ

る
な
ら

ば
、

全
艦
貨
幣
的

均
衡
を
決
定
す

る
同
時
的
諸
方
程
式

が
確

立
さ
れ

る
。

此
均
衡
融
肌
系
は
、

一
定
時

に
お
い
て
現
存
す

る
投
資
量

は
、
所
得

及
び
雇
傭
…の

】
定

の
全
偲
水
準
と
關
聯

さ
れ

る

殿
ひ
共

が

謄

・
し
・
實
現
詫
.
・
捻

・
・
も
擾

・
経
爾

震

の
個
室

李

で
脅

%
一

と
い
}響

示
す
・
上
票

し
た
如
く

既
結
果

は
、
其
罷
系

と
は
猫
立
で
あ
り
、
所
得

の
消
費
支
出

と
貯
蓄
と

へ
の
分
割

を
表

現
す

る
所

の
與

へ
ら
れ
た

る
乗

「数
函
数

の
假

定

の
上

に
基
礎
付
け

ら
れ

る
。
事
實

上
、
ケ
イ

ン
ズ
は
、
此
均
衡
罷
系

を
無
修

正

の
形
態

の
ま

」
景
気
襲
動

を
分
析
す
る
た
め

に
使

用
す

る
。
帥

、
彼

は
言

ふ
。
「
吾

々
は
、

前

の
諸
章

に
て
如
何

な
る
時

で
も

雇
傭
量
を
決
定
す

る
も

の
は
何
か

と
い
ふ
事

を
示
し
た

と
考

へ
る
が
政
に
、
我

々
に
し

て
誤

な
け
れ

ば
、
其
事
は

、
我

々
の
理
論

が
景
気
墾
動

の
現
象
を
説

明
し
得

ね
ば
な
ら
な

い
と

い
ふ

む

事
を
結
果
す
る
。
」
と
。
然
る
に
、

ケ
イ

ン
ズ
に
よ
っ
て
理
解

さ
れ
た
如
き
乗
警

、
景
氣
璽
動
論

の
基
礎

を
書

得
な

い
菜

的

理
由

が
あ

る
。

燦

ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
所
得
は

一
期
闇

に
溶

る
現
實
的
販
責

の
受
取
高
と
港

照
摩

る
饗

と
の
差
と
し
て
定
警

む

れ
る
。
共
期
間
に
販
誉

れ
喬

欝

の
繧

は
、
共
期
間
に
謬

る
現
實
的
婆

畜

嘉

等
し
い
が
故
に
・
馨

概
念
も
貯
蓄

概
念

も

。
.
冒
。
・,[
に
定
義

さ
れ

ね
ば
な

ら
な
い
。
共
場

合
双
方

は
、
全
鎧
純
販
費

の
便
値

か
ら
清
費
支
出

を
控
除

せ
る
も

の
に
相
等

し
く

な

る
。
斯
く

て
貯
蓄

は
、
ケ
イ

ン
ズ
髄
系

に

お
い
て
は
何
等

猫
立

の
役
割
も
演
じ
な

い
、
具

し

て
常

に
生
産
操
作

と
消
費
支
出

.
の
蓑

に
す
ぎ
な
い
。
景
暴

動
の
與

へ
ら
れ
蒸

器

い
て
、
駕

的
娑

性
向
は
、
婆

畜

と
、
新
投
書

の
摺

並
び

39)

41)

Keynes;ibid.,pp.245-247・ 猫 ほ, ケ イ ン ズ に お け る 均 衡 傑 作 に 騙 し て はJ・

E.Meade;ASimplifiedModelofMr.Keynes,syste.m
,TheReviewofE
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。
販
費
さ
れ
た
婆

劣

堰

・
各

む
講

純
販
寡

額
・
の
割
倉

・
つ
て
表
は
院

・
で
あ

ら
う
・
婆

性
向
も
姦

も
・

此
所
建

善

、
れ
ば
、
新
投
資
の
摺

と
婆

支
出
・
の
間
の
關
径

よ
つ
て
決
定
・
れ
・
。
景
気
需

は
圭

と
し
て
北
開
係

霧

化
に
、
つ
て
特
徴
謬

、
れ
・
が
故
に
、
理
論
は
、
叢

が
與

へ
・
れ
・
・
假
蛋

來
・
い
の
で
・
つ
て
・
轟

の
縫
化

を
説

明

し

な

け
れ

ば
た
ら

な

い
・4

オ
。
リ
。
も
建

同

一
結
論
・
到
る
。

「藩

の
底

罫

い
て
は
、
政
府
蘂

は
、

然
ら
ざ
れ
ば
少
な

≦

も

一
二
年

や
つ
て
來

そ
う
も
な
い
恢
復
を
、
中
位

の
墾

以
て
生
ぜ
し
め
得
る
。
斯
く
て
此
等

の
政
筆

業
に
皇

て
る
る
生
産

の
全
難

加
は
二

定

の
闇

呈

出
荒

巖

の
m
倍
に
な
り
得
・
。
他
の
状
楚

存

・
政
府
棄

は
、
私
的
馨

蕩

が
減
少
す

る
程
度

に
事
輩

。
震

。
、
從

2

、
盗
難

出
高
は
馨

棄

突

出
芸

額
よ
り
も
少
な

い
禦

げ
謝

・
れ

・
・
斯
-
て
乗
数
的
贅

は
転

義

莫

反
禦

嚢

.。
れ
段

、
容
易
に
或
謄

は
碧

は
そ
れ
以
上
・
、

他
の
時

に
は

・
よ
り
は
・
か
雫

に
な
り
得

る
ゴ

斯
く

て
ケ
イ

。
ズ
・
よ
っ
て
婿

・
れ

・
響

此
面
警

、
景
気
欝

妄

鐘

化
・
・
且
共

・
依
存
す
る
要
因
で
あ

る
が
故
に
・

説
明
さ
曳

基

数
と
し
・
繋

へ
包
含

・
べ
・
で
・
・
.
共
焚

、
上

の
假
定
・
饗

・
れ
斐

配
的
均
衡
は
・
完
舎

虚
構

と

な

る
凹

け
れ
ど
義

々
は
.
均
縫

糸
の
條
件
蒲

託

て
み
る
欺
能
だ

漕

・
れ
・
所
の
叢

の
正
常
値

を
考
へ
る
崇

繋

る
・
此

は
、
諸
企
業
の
禽

利
禦

合

憲

黛

な

時
に
生
す
…

言
は
れ
得
・
.
斐

・
・
は
・
與

へ
・
れ
た
心
理
的
性
向
に
照
慮

す
。
操
作
が
均
衡
方
程
式
に
從
っ
て
行
は
れ
・
・
想
定
・
れ
得

・
。

此
見
解
も
ま
た
…

ズ
の

も
?

や
・
で
あ
る
・

即
・
「
遍

綾

酬
の
馨

の
揚
A。
、
籍

、蕩

潴

の
藁

・
し
て
争

・
哉

以
上
握

齪
・
婆

財
馨

・
及
竿

要

し
に
・
婆

財

馨

叢

の
理
論

第
四
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六
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毛
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投
翫貫
乗
数

の
理
論
…

第

四
十
六
巷

一
五
八

第

一
號

一
五
八

る

も

ヘ

へ

も

も

産
業
が
資
本
財
産
業

と
歩
調
を
合
せ
て
掻
撮
す
る
に
充
分
な
程
前
以
っ
て
豫
想
さ
れ
た
総
投
資
額
の
麺
化
に
某
礎
を
お
い
て
、
今
ま

絢

で

の
議
論
は
行
は
れ

て
來

た
。
」

と
。
然

し
若

し
さ
う

で
あ
れ

ば
、

設
明

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
所
の
、

豫
想

さ
れ

ざ

る
利
潤
又
は
損

失

に
よ

っ
て
特
徴
付
け

ら
れ
た

る
景
気
鍵
動

現
象

に
關
し

て
は

、
ケ
イ

ン
ズ
騰

系
を
機
械
的

に
適
用

す

る
だ
け

で
は
、
ま

さ
し
く
當

曲

面

の
問
題
を
、
喜
實

上
、
除

外
す

る
事

と
な
ら
う

。

更

に
先

に

・
バ
ア

ト
ソ

ン
に
よ

っ
て
摘
出

さ
れ

た
る
、
乗
教

理
論

の
基
礎

を
な
す
想
定

に
關
す

る
批
判
は

、
勿
論
景
気

攣
動

と
の

關
聯

に
お
い
て
此
庭

で
な
す

べ
き
で
あ

る
が
今

は
鱗
れ
な

い
。
以
上

に
よ

っ
て
我

々
は
、
.乗
数
理
論

の
そ
も
そ
も

の
定
式

か
ら
出
叢

ヤ

へ

↓
、
よ
り
批
判

に
耐

え
得

る
理
論
形
態
を
求

め
な

が
ら
、
遽

に
そ

の
崩
壊

に
ま

で
到

っ
た

の
で
あ

る
が
、
此
投
資

と
貯
蓄

と
の
關
係

を
、
公
債
磯
行

と
其
購
入
資
金

と
の
關
係

と
し
て
言

ひ
改

め
れ

ば
、
直

ち

に
現
實

の
焦

眉

の
問
題
に
到

る
。

-

一
九

一一一七

。
十

一

・
二

六
1

47)Lundberg;ibid.,p.1…;8,p・:【47・46)Keynes;ibid・,P・ 122。


